
 

 

 

 

 

令和７年度 荒谷小だより  No.４ 天童市立荒谷小学校 
天童市大字荒谷７８５７番地 

校 長  菊地  
令和７年 ５月２７日（火） 

自分で社会を生き抜く「自ら・共に・しなやかに」の資質・能力育成  

  

 

 

 

  

自ら・共に・しなやかに 

 

自ら 
主体的に学ぶ力をつける 
そのために、教科の本質を大

切にした授業に心がけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に 

仲間と共に伸びる 

そのために、みんなで

学ぶ機会を創ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しなやかに 

荒谷魂を育てる 

本物の体験を十分に味

わわせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４・５年生「宿泊学習」：朝日少年自然の家 

～とっても素敵な２日間でした～ 
 ５月２２日（木）２３日（金）と行われた４･５年生の宿泊学習に参加させていただきま

した。子供達の素敵な姿が溢れた２日間でした。これまでの家庭・地域での育ち、学校での

取り組み、子供達の頑張りが大きな成長につながっていると感じました。 

「自ら」･･･自分の係分担に責任を持って活動していました。特に１日目の野外炊飯（カレ 

ーライス作り）では、それぞれがしっかり活動していました。後片付けまでしっ

かりでき、使用後の食器点検にスムーズにパスしたところは素晴らしいと思い

ました。夕食と朝食の食堂前の集合や朝の集いの集会室への集合も時間前に出

来ていました。自然の家の活動の約束で、「やる」「やらない」は自分が決めると

いうことがあります。また、決めたことに対しては全員がそれを尊重するという

こともあります。各活動において十分に理解されていました。 

「共に」･･･どんな場面においても、励まし、応援し、お互いの達成を喜び合っていました。 

     がけ下りの時に、先に下りた子供達が、後から降りてくる友達にアドバイスした 

り足場の位置を伝えたりしている姿に、自分のことだけでなく仲間のことを考

えている気持ちが十分に表れていました。 

「しなやかに」･･･２日間を通して最も印象的だったことは、１日目の夕食と２日目の朝食

を館内の食堂でとった時のことです。実にきれいに食べる子供の多いこ

とかと思いました。苦手なものや量的に多いものは仕方がありませんが、

全体でも残菜はほとんどありませんでした。「感謝の気持ちを伝える」と

よく言いますが実際の行動で表すことはそう簡単ではありません。でも、

残さずきれいに食べるということが、作り手には無言の感謝として必ず

伝わります。そして、これはまさに家庭や地域の力であります。荒谷の子

供達はしっかり心が育っているのだと強く感じました。 

 別れの集いでは、２日間担当してくださった自然の家の吉田先生から「この頑張りを普段 

の生活に繋げてください」という言葉がありました。学校の教育活動でも何ができるのか、 

さらに考えていきたいと思います。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評議員会を開催いたしました  

今年度第一回目の学校評議員会を５月９日（金）に開催いたしました。最初に各教室を回り、学習
の様子を参観していただきました。その後、校長室で懇談を行いました。 
 懇談では、はじめに校長から「学校経営の概要について（グランドデザイン）」「今年度の教育活動
について」そして「令和７年度いじめ防止基本方針」について説明いたしました。 
 その後、評議員の皆様より、学校経営へのご意見や子供達の様子についての感想等をいただきまし
た。「玄関の施錠など防犯対策の意識があってよかった」「ウェルビーイングという言葉はいいが、社
会に出てから生き抜くための耐性はどこで育っていくのか」「納得という感覚は大切にしたい」「あい
さつは社会生活の基本中の基本である。全員ができるようにしていきたい」「今の教育を受けてみた
い。学校はいいところである」「卒業生は中学校で全体を引っ張る存在になっている子供もいる。荒谷
小学校で頑張りが生きている」等が話題に上がりました。今回皆様よりいただいたご意見等を活かし
て、荒谷魂を育てるべく、より地域と歩む学校になるよう努力して参ります。 
 尚、今年度の学校評議員の皆様は下記の５名の方々です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
佐藤昭生氏（荒谷公民館長） 小澤アキ氏（更生保護女性会理事） 

  富樫 昭氏（前後援会長）  水澤智子氏（「葡萄の木」代表 主任児童委員） 

  武田 仁氏（前ＰＴＡ会長 青少年育成推進員） 

 

 

 

 5 月 15 日(木)にたてわり活動、翌 16 日(金)に拡大代表委員会

が行われました。たてわり活動は 6年生が中心になってプログラ

ムを考えてくれました。たてわり班での自己紹介や特技披露、3～

6 年生が考えたイベント参加、お弁当タイムを挟んで全校かくれ

んぼです。荒谷小学校の子供達は遊びが大好きですので、全員が

十分に楽しみ、仲を深めることができました。 

 そして、拡大代表委員会では、児童会目標について話し合いが

進められました。今年度一年間の自分達の指針となる言葉です。

イメージの共有はとても大切なことだと感じます。また、自分達

のことを自分達で考えるのは民主主義の基本です。ウェルビーイ

ングな生活を創るという視点をしっかり育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たてわり活動と拡大代表委員会 体調管理をしっかり 

 先日、学習中に冷房を使わなけ

ればならない日があったり、熱中

症についての確認を行ったりし

たのですが、また気温が下がり肌

寒い日も見られます。寒暖差が大

きいので、子供達も保護者の皆様

も体調管理には十分お気を付け

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒谷小は『ぶどう』の

学校です vol.２ 
 そろそろ 6 月になり、サクラ

ンボが最盛期を迎えようとして

います。地域の方 

々もお忙しい毎日 

だと思います。 

学校のぶどうも 

成長しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 


